
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ６月 18 日（火）、３歳児の子どもたちが遊ぶ様子を見学してきました。 

 魅力的な『おすしやさん』や『アイスやさん』で遊ぶ子どもたちがいました。 

保育者：「いちごのアイスください」「B ちゃんは何味する？」 

Ｂ児：「これにする！」（指で伝える） 

保育者：「オレンジのアイスやね。先生、オレンジ味も好きやわ」 

Ａ児：「わかりました。これはどっちにしますか？」 

（カップかコーンかを聞く） 

保育者：「じゃあ、先生はカップにします」 

「Ｂちゃんはどうする？」 

Ｂ児：「こっち！」（コーンを指さす） 

保育者：「Ｂちゃんはコーンでお願いします」 

Ａ児：「はい、どうぞ！」 

『おすしやさん』では、店やになりきれる帽子をかぶったＣ児が

「買ってもいいよ～」と小さな声で呼びかけていました。 

保育者：「おすし、ください」「この赤いのはなんですか？」 

Ｃ児：「これです」（写真を指さしをする）  

保育者：「あっ、まぐろですね」 

Ｃ児：（うなずく。皿におすしを乗せて渡す） 

保育者：（食べるマネをして） 

「おいしいです！おすし、大好きなんですよ～」 

Ｃ児：（にっこりと笑う）「これは納豆巻きやねん」 

保育者：「納豆巻きか～、おいしいよね」 

Ｃ児：「納豆巻き、好きやねん」 

どちらのエピソードともお店やさんになりきっているけど、言

葉だけでは伝えきれないことや、やりとりが成立しないこともあ

ります。言葉でのやりとりを楽しむ前段階として、「なりきるこ
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【「納豆巻き、つくりたい！」 

～子どもの「やりたい！」を遊びに取り入れるわけ～】 

『そだちのねっこ🌱』 
～乳幼児期の遊びより～ 

 

３歳児の様子 



と」「やりとりを楽しむこと」が大事になります。そのために、遊びのイメージや共有できる

視覚環境を整えたり、与えられたもので遊ぶだけではなく、簡単に自分でつくることができる

素材を準備したりします。言葉だけではなく、気持ちを伝えるための意志表出ができる環境が

整っていることで、遊びを楽しめていたと思いました。また、子ども同士では続かないやりと

りを、お客として一緒に遊びを楽しむ保育者の存在も楽しくなる要因の一つだと思いました。

このように、子どもの「やりたい！」を実現させ、「話がしたくなる」「遊びたくなる」「や

りとりがしたくなる」などの気持ちの変容を見逃さずに、保育実践することが子どもたちの育

ちにつながっていきます。 

もうすでに、「ポテトも売りたい」「○○も売ったらどう？」などの声も上がっているよう

で、なんでも売っている『スーパー』ができるかも…と、今後の遊びの展開に保育者もワクワ

クしていました。 

【幼児期の終わりまでに育ってほしい姿】では、『社会生活とのかかわり』『健康な心と体』

『数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚』『言葉による伝え合い』に大きくつながるエ

ピソードです。 

今後、この遊びが発展することで、『自立心』『協同性』『豊かな感性と表現』にも関連して

いくと思います。 

 

 

  令和６年６月２８日（金）午

後３時～午後５時に幼児教育研

修 ＜地域連携研修＞を本市水道

局大会議室で行いました。講師は

四天王寺大学 田辺 昌吾 准

教授で、研修テーマは「ワクワク

をつなげる幼保こ小連携 ～幼

児期の終わりまでに育ってほし

い姿（10 の姿）から考える～」

です。 

 

↑研修で使用した資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・「小学校に行くまでにクリアーしておかなければならない」のではなく、「園での経験を土

台にして、次へつなげていく」ということの大切さを実感した。 

・幼児教育では、本物に触れることができるのが強みだということを改めて感じた。幼児期に

ふさわしい生活を基盤とした「疑問」や「意欲・関心」を大切にした保育をしていきたい。 

・グループワークでは他園の取り組みが聞けて良かった。幼児期における遊びの大切さや、遊

び込むことの重要性を実感した。 

 

 

 

 令和６年７月２日（火）午後３時３０分～午後５時に、

水道局大会議室で「特別支援教育・保育ゼミ 全体研修

②」を行いました。講師は本市児童発達支援第 1 セン

ター・言語聴覚士 奥野 真理子 さんで、研修テーマ

は「乳幼児の言語発達及び口腔運動機能について」です。 

 

←研修で使用したスライドの一部 

 



＜受講者感想＞ 

・今までやってきたことの再確認（信頼関係の下、子どもたちの発語に共感し、はっきり明る

く言葉にして返す等）するだけではなく、一口量については今まで多すぎたと感じていたが、

「奥歯に乗せてあげることが嚙むことにつながる」との具体的なアドバイスを得ることがで

きてよかった。 

・「いろいろな活動や経験の中から心が動かされて発語につながる」との話を伺い、活動の大

切さを再確認した。 

・言葉を発するときは、体のいろいろな部分が複雑に関わっているということが分かった。 

 

 

 

令和６年７月４日（木）午後３時～午後５

時に幼児教育研修＜食育研修＞を行いまし

た。講師は名古屋短期大学の 小川 雄二 

教授で、研修テーマは「楽しく食べる子ども

を育てるために」です。 

 

←研修で使用したスライドの一部 

 

＜受講者感想＞ 

・プラスの記憶が増えると好きなものが増え  

るということが分かった。園でも栽培活動  

や調理員さんのお手伝いをした日は、いつ  

も以上に積極的に食べることがある。また、苦手なものも一口は食べてみようという姿も見

られる。 

・「食育は保育・教育・子育ての基礎と言える」「食は五感すべてを同時に使う唯一の行為で

ある」ということが実感できた。 

・家庭への働きかけや、子どもが美味しく楽しく食事が摂れる方法などを、具体的な例を挙げ

て説明していただき、よくわかった。自分でも実践していきたい。 

 

 

 

 令 和 ６ 年 ７ 月 ５ 日

（金）午前９時３０分

～午前１１時３０分に

通級指導担当者会④を

行 い ま し た 。 講 師 は

NPO 法人  Peer Do 

代表 梅川 康治 さ

んで、研修テーマは「子

どもの行動の理解と支

援について —応用行

動分析を活用して—」

です。   

 

 

↑研修で使用したスライドの一部 

＜受講者感想＞ 

・シンプルに！という言葉が印象に残った。自分としてもそこは大事にしている。子どもへの



指導は、できるだけしつこくならないように、短時間で、わかりやすく、ということはいつ

も心掛けている。 

・聞き方の工夫で、行動を聞く→気持ちを聞く→代替行動を考えるという一連の流れは、支援

学級や通級指導教室だけでなく、子どもたちみんなに聞くときに使える工夫だと思った。 

・「普通ってない。濃いか薄いかです」という言葉が印象に残った。自分の中で「普通ってな

んだろう」と思うことがあったが、今日の研修を受講して腑に落ちた気がする。 

 

 

 

 令和６年７月１９日（金）午

後２時～午後５時に初任者研

修⑦を行いました。前半の講師

は堺税務署 溝淵 央 税務

広報広聴官で、研修テーマは

「租税教室」です。後半の講師

はBYBS 非認知能力育児コー

チ 東口 るみ さんで、研修

テーマは「自己肯定感を育てる

—非認知能力について—」です。 

 

  

スライド資料の一部↑→ 

 

＜受講者感想＞ 

・税金は払うものだとは思ってい 

たが、どのように活用されてい 

るのかなどを子どもに十分説明  

できるまでには至っていないと 

感じてたので、学び直す良いき  

っかけになった。よくわかる教 

育教材を知ることができたので、 

どんどん活用しながら子どもた  

ちに伝えたいと思う。 

・様々な視点から税金について考え学習することができるということが分かった。そして、何

よりも小学生のときから税金について学び考えることは、主体的に社会に参画する第１歩と

してとても大切なことである。 

・「非認知能力」は子どもの主体性に大きく関わる話だと感じた。創造力をどのように育んで

いけばよいかということについては、日頃から物事に疑問を持つことが大切なのだというこ

とが分かった。子どもたちが抱く些細な疑問を拾って一緒に考えていきたいと感じた。また、

子どもたちの主体性を育むために、たくさんの良い面を捉え伝え、可能な限り子ども自身に

考え、実践させることが大切だと思った。 

・この１週間、自分なりに１学期の振り返りを行ってきたが、決して納得がいく状況ではなか

ったと思う。この研修を通して自分なりにできたことを再確認出来てよかった。また、生徒

の様子を見て感じていた自己肯定感や自己効力感の低さについて考える時間になり、とても

有意義な研修だった。今日学んだことを夏季休業中に整理し、２学期の実践につなげていき

たいと思います。 

 

 



 

 

 

 令和６年７月１９日（金）午後３

時～午後５時に「幼児教育研修＜初

任ステージ研修①＞を行いました。

講師は常磐会短期大学 卜田 真

一郎 教授で、研修テーマは「こど

も理解 子どもの現実から保育が

始まる～子どもを見る目を確かに

するために～」です。 

 

←研修で使用したスライドの一部 

 

 

＜受講者感想＞ 

・気になる子どもの目線で困り感を捉えながら、気持ちに寄り添い、価値観を大切にし、子ど

もたちのモデルとなりクラスづくりをしていきたい。 

・担任の価値観をモデルに子どもが育つということに納得し、尊敬・平等・反偏見の３つのキ

ーワードを大切にしながら子どもたちとかかわっていきたい。 

・すべては子ども理解から始まっている。その子ども理解をいろいろな角度や視点、考えから

深められるように学び続け、感覚を磨き続けなくてはならないと思った。 

 

 

 

 令和６年７月２２日（月）午前９時３０分～午

後、午後１時３０分～午後３時に看護介助員 介

助員・特別支援教育支援員の研修会 第２回および

第３回を本センターで行いました。午前中は人権

教育課 中井 良太 指導主事が「子どもの人権

について」と教育センター 松原 由佳 指導主

事が「聴覚障がいのある生徒の理解と支援」につ

いての講義、午後は大阪府立東大阪支援学校 西

村 典子 教諭 ・ 松村 寛子 教諭が「障が

いのある子の理解と支援について」と題した講義

を行いました。 

＜受講者感想＞ 

・人権に関する法律や取り巻く環境が   

日々変わっていく中で、新しくなった  

ことや再度確認できる研修を受講でき 

てよかった。 

・聴覚障がいのある児童のサポートは経  

験がないのでとてもいい勉強になった。 

自分の思い込み、勝手な判断ではなく、 

視覚支援などの情報補償をしながら、 

支援が必要な子に「どう聞こえたか」  

を具体的に確認して今後の業務に生か  

したい。 



・コミュニケーションの発達について、実際のようすの動画などを使ってもらえてとてもよく

分かった。楽しそうに学ぶ姿がとても心に残り、自分の介助にも生かしたいと思う。 

 

 

 

 

 令和６年７月２４日（水）午前１０時１５分～正午に「八尾を学ぶ研修」を「みせるばやお」

（近鉄八尾駅前の LINOAS(リノアス)8F ホール）で行いました。講師は本市産業政策課 後

藤 伊久乃 課長、株式会社平井製作所 平井 隆之 代表取締役社長、アベル株式会社 居

相 浩介 代表取締役、藤田金属株式会社 藤田 盛一郎 代表取締役社長で、研修テーマは

「八尾のものづくりについて」です。  

＜受講者感想＞ 

・八尾の企業さんが、私たちには考えられないような企業努力をされて、八尾の発展に貢献さ

れていることを知った。どの企業さんも、工夫をされていたり、地域に貢献されていたり、

様々なアイデアや取り組みがあり、初めて知ることばかりで大変勉強になった。ぜひ子ども

たちにも伝えていきたい。 

・仕事をするうえで、マイナスに陥った時に、プラス発想に転換することの大切さや、人と対

面で繋がる大切さ、後輩へ背中を見せて教えて行くことなど、人を育てると言う意味ではみ

んな同じだと思った。人材育成と言う意味で今後活かしていきたい。 

・八尾の中小企業が、かかえる課題を知り、その解決に向け、「みせるば八尾」が設立され、

多くの企業が集まることでイノベーションを起こそうと、様々な取り組みをされていること

がよく分かった。 

  

 

 

 令和６年７月２４日（水）午後３時３０分～

午後５時に「３年次研修（情報モラル・セキュ

リティ研修）」を WEB（オンライン・リアル

タイム）で行いました。前半の講師は広島県教

科用図書販売株式会社 隅 貴美 さんで、研

修テーマは「事例で学ぶ NET モラルの活用方

法」でした。後半の講師は本センター 生田 

祐敬 指導主事で、研修テーマは「個人情報と情報セキュリティについて」です。本研修は、

10 年経験者研修、指導教諭研修、講師のための基本研修（養護助教諭・臨時技師・臨時主事）

の選択研修にもなっています 

＜受講者感想＞ 

・１人１台端末になり、タブレットを活用した授業ができたり、家庭への持ち帰りをすること

ができたりするようになった。子どもたちが自由に使える時間ができるメリットもあるが、

様々なトラブルも起きている。今回学んだことを子どもたちに「自分ごと」として考えさせ、

充分に理解させる必要がある。また、教員も普段から重要な個人情報を扱っているという自

覚を持って業務に取り組まなければならない。 

・学校における個人情報漏洩については、度々ニュースにもなるが、いずれも防ぐことができ

るものである。過去の事例に学び、自分事と考えて今後に生かしていきたい。また、学校で

は膨大な個人情報を扱っていることを今一度認識しておかなければならない。 

・高学年を担任しているので、スマートフォンを持っている、もしくは家族のスマートフォン

を一緒に使用している子どもが非常に多い。SNS をめぐるトラブルもあるので、情報モラル

やセキュリティの指導を行うことも多い。今回の研修の内容を活用し、指導を続けていきた

いと思う。 

 



 

 

令和６年７月２５日（木）午前１０時～午後１２時３０分に「初任者研修⑧人権について考え

る」を行いました。１）講師は本市教育委員会 中井 良太 指導主事で、研修テーマは「人

権について考える２-地域に学ぶ- 八尾市における人権教育の現状と課題」です。２）講師は

本市教育委員会 氏田 陽介 指導主事で、研修テーマは「夜間学級について」です。３）研

修講師は本市教育委員会 戸田 智規 指導主事で、研修テーマは「教育支援センター『さわ

やかルーム』」について」です。  

 

↓３）で使用したスライド資料の一部     

＜受講者感想＞ 

１) 「人権」について 

いかなる差別的な発言も見逃すことがない

よう、常日頃から子どもたちと自分自身の人権

感覚を磨いていくことが重要だと感じた。また、

絶対に許してはならないという自分の軸や信

念をもち、それを子どもたちに粘り強く伝えて

いく必要があると思った。 

２) 「夜間学級」について 

 実際に夜間学級を見に行ってみたいと思っ

た。以前「識字学級」に行き、利用者さんと交流し、自分の中の当たり前が当たり前ではな

いということを知り、たくさんの学びがあった。また、夜間学級が大阪には全国で一番多く

設置されていることを知り、その意味を考えざるを得なかった。 

３) 「さわやかルーム」について 

   不登校児童生徒に対する「学力保障」や、「学びの環境」を整える取組について知ること

ができた。学校に来ているというのは当たり前のことではなく、学校に来ていること自体に

意義があり、「不登校」は誰にもいつでも起こり得ることだと理解した。また、一度不登校

になると、学校復帰が簡単ではないという調査も知り、あらゆる手を尽くして「誰一人取り

残さない」ような「学びの場」を確保していきたい。 

 

 

 

 

 令和６年７月２５日（木）午後２時～

午後５時に「初任者研修⑨」を行いまし

た。講師は常磐会学園大学 佐谷 力 

教授で、研修テーマは「児童生徒理解を

深めるために１ －児童生徒・保護者と

のかかわり方－」です。 

 

 ↑研修で使用したスライド資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・〇〇ができないというときに、△という背景があるということに目を向け、環境要因を探る

という ICF の考え方を学び、その考え方を身につけることと同時に、子ども本人に原因を求

めるのではなく周りの環境を見る、視野の広さも大切であると思った。また、書字が苦手な

児童にもさまざまな理由や観点があり、それぞれからアセスメントすることが必要であると

いうことを学び、そのためにはその理由や観点を知り理解することが必要不可欠であると分

かった。 

・人と話すということの基礎の勉強ができたと思う。確かに１、うなずき２、共感、３、繰り

＜保護者とのかかわりの「 基本かきくけこ」＞ 

 か  顔を見て 

き  共感うなずき 

く  くりかえし 

け  傾聴してから 

こ  



返しなど、自分がそれをしてくれたらその人の話を聞きたいと思う。逆にそれをしてくれな

かったら態度が悪いなと感じてしまいそうである。それを踏まえての保護者とのやり取りな

ので、より保護者の方が伝えたいことがわかり、何でわかってくれないのかという悲しみも

感じることができた。しっかり話を聞くということは、簡単なことのように感じられがちで

あるが、最も大切なことだと思う 

・ロールプレイをすることによって、自分の保護者対応の良いところ・悪いところがわかった。

一学期の間に保護者対応で失敗したと感じることがあったので仲間とロールプレイを重ねて

スキルを磨いていきたい。 

 

 

 

令和６年７月２６日（金）午前１０時～午後

１２時３０分に初任者研修⑩授業づくり研修

④を行いました。講師は本センター指導主事 

吉田 光秀 指導主事で、研修テーマは「学習

評価をいかした授業づくり【理論】」です。 

 

←スライド資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・評価することがゴールになってはいけないと  

いうことがよく分かった。評価は子どもの課  

題を見つけたり、自分の指導を考え直すきっ

かけになったりする。1 学期の評価をもとに、２学期にはより良い授業づくりを行えるように

したい。また、評価することを見据えて目標を立て、授業を組み立てることの大切さも学んだ。

評価を付ける場面は単元の後ろのほうに設定されやすいが、単元の中にも小さな評価を取り入

れ、改善していけるような授業を行いたい。 

・1 学期のふりかえりとして、授業づくりや学習評価の在り方を再確認することができた。授

業はゴールから考える、児童の具体的な姿を想像するなど、少し意識するとより良い授業が

できそうだ。 

・授業づくりについて、理解はしていたものの、実際に子どもたちが興味・関心を持って参加

できる授業をつくれていたかどうか自信はない。夏休みの機会に、しっかりと単元ごとに計

画を立てて、子どもたちが楽しいと思える授業をつくりたい。また、評価について、具体的

な評価基準を用意しておくことが大切だということが納得できた。評価は子どもや保護者の

ためだけでなく、教師が授業改善を行うためにも役立てられるものである。 

 

 

 

令和６年７月２６日（金）午後２時

～午後５時に初任者研修⑪を行いま

した。講師は臨床心理士 庄司 真

人 さんで研修テーマは「支援教育

の在り方と子ども理解」です。 

 

←スライド資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・子ども理解において、無視やペナ 

ルティーについて考えたことがあ  



まりなかったので、目からうろこの研修だった。保護者に対しても一緒に悩んでいきましょ

うという寄り添いが大切で、成功は保証されていないけど、成長は保証されているという言

葉を聞いて、いっぱい試していこうと思った。 

・今回の講義の中で LD の生徒の気持ちを知るなどの体験を通して、今まで気づけていなかっ

た感覚を知ることができた。また、ADHD や自閉症などの情報を聞くとどうしてもイメージ

を持った状態で生徒と接してしまう自分がいるので、１学期に気づけなかった生徒の良さや

課題に気づけるように２学期はそういったフィルターを通さずに生徒と関わっていればと思

う。 

・今日の講義は子どもへの接し方を振り返る良い機会になった。子どものやる気を引き出そう

と思っても、子どもの意欲の度合いによって声掛けを変えないといけないと納得した。声掛

けのレパートリーを増やしていこうとも思った。また、トラブルなどがあった際、これまで

の私は「またか…」「大変や…」とネガティブに考えてしまうことが多かったが、トラブル

への対応は良い経験になる、自分の力になると聞き、少し気が楽になったように思う。２学

期から前向きに頑張れそうだ。 

 

 

 

 

令和６年７月２９日（月）午前９

時３０分～午前１１時３０分に「社

会」授業づくり研修を行いました。

講師は大阪体育大学 岡崎 均 

教授で、研修テーマは「ICT を活用

した分かる、楽しい社会科授業」で

す。 

 

←スライド資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・社会科の教え方が難しく普段から  

悩んでいた。今回の研修で知識と  

構造の違いを学ぶことができ、今  

までより理解が深まった。特に、教

科書の活用方法がよく分かり、それを ICT と絡めて授業する方法はよく分かった。 

・社会科の授業の本質を考えるよい機会になった。講義のテンポがよく、わかりやすかったの

で、今日の研修自体が授業の参考になるものだと思う。また ICT を活用することで、まだま

だ授業改善ができると感じたので、この夏休み期間に新しい取り組みを含めて授業作りに励

みたいと思う。 

・社会科は見方、考え方を培う教科であるという話から、社会科の課題や ICT の活用術など様々

なお話をお伺いできて、とてもよい学びになった。特に、社会科は問題解決学習であり、問

いのある発問が大切であるということを学んだ。事実的知識を土台とし、概念的知識へ発展

し、価値的知識へと深めていくことが大切であるという話を聞き、日々の授業でも生かして

いきたいと思った。 

 

 

 

令和６年７月２９日（月）午前９時３０分～午前１１時３０分に「通級指導教室公開授業研

修②」を行いました。講師は一般社団法人 発達支援ルームまなび 理事・日本ＬＤ学会 特別支

援教育士スーパーバイザー  今村 佐智子 さんで、前半は通級による指導の授業動画の視聴を

行い、後半は講師より指導助言及び講義をしていただいた。  



＜受講者感想＞ 

・コミュニケーションをとることが苦手な生徒に、どのようにコミュニケーションをとってい

くことが望ましいかを、グループワークで話し合えたことが大きな学びになった。うなずく、

反応を見る、カードで示すなどのアイデアをいただいた。 

・子どもをみる眼差しが大変あたたかく、周りを巻き込みながら、丁寧にご指導されている様

子がよく伝わってきた。通級指導教室で見せる顔だけでなく、きちんと授業中や休み時間の

様子もつかんでおられ、本人や保護者、担任等と丁寧に相談されて子どもに必要な力をつけ

させるための無理のないスモールステップで進められていて、多くの学びが得られた 

・無意識の行動を意識化させることという言葉が一番残った。通級では、一人ひとり細かな対

応ができるから、やれることも多いと思う。通級に限らず、意識化させることはとても大切

にしないといけないことだと感じた。 

 

 

 

令和６年７月２９日（月）午後３時～午

後５時に「１０年経験者研修②」を web

（オンライン・リアルタイム）で行いま

した。講師は本センター 生田 祐敬 

指導主事で、研修テーマは「授業づくり 

授業改善の推進【理論】－今求められて

いる授業－」です。 

 

←スライド資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・自分自身は、まだまだ教師主導の授業

をしてしまっているように思う。子ども  

たち同士の考えや思いがつながるような学級作りをしていきたいと改めて思った。指導案は、

細かい部分を再確認できた。単元の目標（ゴール）を明確にして、そこに向けての計画を立

てることが大切なので、２学期はより意識して授業作りをしていきたい。 

・改めて、学習指導案の書き方や授業づくりについて学ぶことができてよかった。自分の授業

を振り返る良い機会になった。ワークシートに自分の考えを書く中で、自分の考えの浅さだ

ったり、反対に周りの先生方の意識の高さだったりが分かって勉強になった。最後のグルー

プ活動では、さまざまな学年、教科の指導案を見ることができて良かった。 

・子どもたちの学びが生活とつながるようにカリキュラム・マネジメントをしっかりやってい

きたい。指導要領の改訂に伴い、学びを学校だけでなく子どもたちと関わるすべてのものや

人とつなげながら、子どもたちの未来を見据えて必要な力の育成ができればと思う。 

 

 

 

令和６年７月３０日（月）午後９時３０分～午前１１時

３０分に「総合」授業づくり研修を行いました。講師は

関西福祉科学大学 馬野 範雄 教授で、研修テーマは

「実践事例に基づく小中連携カリキュラム・マネジメン

ト」です。 

←スライド資料の一部      

＜受講者感想＞ 

・小学校３年生から中学校３年生までの７年間を通して

の総合学習が、地域の特色を生かしたものになることがよく分かった。中学校での総合学習



が、小学校の総合学習の連続になっていることもよく理解できた。また、総合学習が目ざし

ている理念・考え方も見えた気がする。 

・今回の研修で改めて総合の目標や評価について考えることができた。小学校の総合学習の目

標しか意識してなかったので中学校のことも知ることができた。 

・カリキュラム・マネジメントを何となくでしていた部分が多くありましたが、カリキュラム・

マネジメントができた歴史的な背景や、子どもたちにどんな力を身につけてほしいかなど、

細かな部分を学ぶことで、より総合の必要性を感じることができた。また授業を作っていく

ときも、子どもたちの実態から、子どもたちがどんな力を身につけるかを意識して単元・授

業を作っていこうと思う。 

 

 

 

令和６年７月３０日

（火）午後３時３０分～

午後５時に不登校担当

者研修を行いました。講

師は本センターＳＳＷ

（スクールソーシャル

ワーカー）の 中村 綾

子 さんで、研修テーマ

は「不登校児童生徒の理

解と保護者支援につい

て」です。 

 

 

↑スライド資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・今日の研修のように不登校の背景など、大勢で考えると様々な意見がでた。一人で抱えるの

ではなく、チームで取り組むことの大切さを実感した。 

・不登校の児童の背景をＢＰＳモデルで考えていくと、その子の背景や抱えているものを多角

的に理解するということができるということが分かった。 

・不登校対応は、学校でいろいろと試行錯誤をして行っているが、今回の研修で「伴走してい

く姿勢」をとること、「見通し」を立てることの大切さを再認識した。 

※ＢＰＳ（biopsychosocial model）健康と病気について、生物学的（bio）・心理学的

（psycho）・社会的（social）要因の相互作用の結果としてとらえる考え方。 

 

 

 

教育センターＢ棟（東側）の２階に「情報公開コーナー」があります。各種教育関係図書・

雑誌等を配架しています。もちろん「教科書センター」として八尾市で採択している教科書や

他社の教科書もあります。研修等で来所された時に直接ご覧いただければ幸いです。教科書・

その他書籍・雑誌等も２週間の貸し出しを行っております。今回は７月から８月に配架した雑

誌の誌名と目次の一部を紹介いたします。  

 

「月刊学校教育相談」（ほんの森出版）８月号 

・特集１ やりたいことがわからない子の進路選択を支援する 

・特集２ 「雑談以上、研修未満」の学び合いで同僚性を高める 

 



「指導と評価」（日本教育評価研究会）８月号 

・特集１ 学習者用デジタル教科書 

 

・特集２ ヤングケアラー 

８頁に「学習者用デジタル教科書の導入」と題して文部科学省初等中等教育局教科書課教

科書課デジタル教科書課係 伊藤 駿吾 係長が寄稿されています。 

 文部科学省は令和３年から英語等の学習者用デジタル教科書を提供してきましたが、令和

６年度からは全国の小中学校等の小学５年生から中学校３年生を対象に、「英語」のデジタ

ル教科書を段階的に導入しています。デジタル教科書の使用については、当初、「授業時数

の２分の１未満」という制限がありましたが、令和４年４月からは撤廃されました。今後、

小学校５年生から中学校３年生の「算数・数学」に提供の範囲は広がっていきます。文部科

学省が行ってきたアンケートによると、「デジタル教科書に関する情報が蓄積され・共有さ

れ、デジタル教科書の特性への理解が深まること」が様々な「課題」を感じなくなるとの結

果が得られているそうです。令和５年度の調査では「いろいろな情報を集める」「図や写真

を見る」「一度にいろいろな資料を見て比べる」という場面でデジタル教科書が紙の教科書

よりも適しているとの結果が出ています。ただ、「書き込む」「自分の学んだことを残す」

という場面では、紙の教科書が適しているとの意見も多く存在したそうです。文部科学省で

は「デジタル教科書を使用すること」が目的化しないように留意しながら、効果的な実践事

例を発信しています。当面、紙とデジタルを併用しながら、デジタル教科書の活用を促進し

児童生徒の学びの促進につなげていくとのことです。 

２２頁では「デジタル先進国スウェーデンにおける「印刷された教科書」の再評価と題し

て金沢大学 本所 恵 准教授が寄稿されています。スウェーデンでは 2017 年に学校デ

ジタル化戦略が定められ、強力にデジタル化が推し進められました。にもかかわらず、202

４年７月には「印刷された教材」を「教科書」とする定義が学校教育法に盛り込まれたそう

です。これは 2022 年に政権が交代したのち、小児科医などからの強い懸念が示されるな

ど、デジタル化に対する批判が噴出したせいです。ただ、これはデジタル化が完全に否定さ

れたわけではなく、印刷された教材を再評価したうえで「デジタル版と印刷版の特徴を踏ま

えて、目的に応じて両方を使えるのがよい」と考えられているそうです。そのためには「教

師が目的に応じて、かつ子どもの状況やニーズを考慮して、適した教材を選んで用いる必要

がある」とされています。つまり、デジタル版か印刷版かかという問題ではないということ

です。                                  （葭仲）                   

 ２４頁に「改正子ども・若者育成支援推進法とヤングケアラー －社会福祉学立場から—」

と題して立正大学 森田 久美子 教授が寄稿されています。2024 年 6 月に「改正子ど

も・若者育成支援推進法（子若法）が施行されました。同法では「「その子ども・若者の意

思を十分に尊重しつつ、必要な支援を行う「社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ど

も・若者」として「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる

子ども・若者（ヤングケアラー）」」が明記されています。2022 年から国により「自治

体におけるヤングケアラーの支援体制の整備・推進するための施策」が実施されてきました

たが、十分な効果が上がりませんでした。今回の改正で「自治体の努力義務」とされたこと

で、実質的な支援につながることが期待されます。さらに、対象年齢はこれまでの１８歳未

満」から「３０歳未満（場合によっては４０歳未満）」へと引き上げられました。また、「過

度に行っている」のついても子ども家庭庁は「こどもにおいてはこどもとしての健やかな成

長・発達に必要な時間（遊び・勉強等）を、若者においては自立に向けた移行期として必要

な時間（勉強・就業準備等）が奪われたり、ケアに伴い身体的・精神的負荷がかかったりす

ることによって、負担が重い状態になっている場合」との文言で、範囲を示しています。そ

のうえで「最善の利益の観点」から個別の判断が必要であるとされています。学校において

期待される支援は以下の３点です。①相談・助言その他の支援を行うこと。②相互に連絡を



 

「道徳教育」（明治図書）８月号 

 ・完全版 主任＆推進教師のための校内研修ガイド 

 

「特別支援教育」（文部科学省編集・東洋館出版社）令和６年夏 №９４ 

 ・特集 生涯にわたって学び続ける意欲を高める取組 

 

「特別支援教育研究」（全日本特別支援教育研究連盟編集・東洋館出版社）８月号 

 ・特集 一人一人の心が動き、活躍できる「特別活動・学校行事」 

     ～時代のニーズに合わせた在り方や、効果的な指導・支援を再考する～ 

 

「初等教育資料」（文部科学省教育課程課・幼児教育課編集 ・東洋館出版社）８月号 

 ・特集Ⅰ 学校段階等間の接続を踏まえた指導 

 ・特集Ⅱ [国語]道筋を立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養う 

「読むこと」の授業改善 

 

「中等教育資料」（文部科学省教育課程課・学事出版）8 月号 

 ・特集 個に応じた指導の充実②＜理科、保健体育、外国語、音楽・美術・芸術＞ 

 

教育科学「国語教育」（明治図書）８月号 

・特集 まるごとわかる！説明文・文学の「教材研究」図解 

２６頁の「図解でわかる！説明文の教材研修＆授業づくり」小学校３年では「すがたをか

える大豆」（光村図書）を取り上げておられます。教材の「構成図」を作成し、「尾括型（び

かつがた）」の説明文の分析をし、児童の理解を深めようというものです。「構成図」は簡

潔でわかりやすいのですが、八尾市の学校は、ここで終わるわけにはいかないように思いま

す。「枝豆のふるさと」ですから。そもそも食用大豆の７６％（平成２６年）が輸入です。

これに対して「枝豆」は国内産がほとんどです。しかも、近畿圏では大阪が１番（平成２７

年）です。その中で八尾市は最も生産量が多く、「葉ゴボウ（若ごぼう）」と共に八尾の「特

産品」となっています。大消費地である大阪に近く、新鮮な枝豆を供給することができます。

もちろん八尾市の小学校の給食では「八尾の枝豆」を使っています。文字通り「地産地消」

です。これは「フードマイレージ」の観点からも、一定程度「SDGｓ」に資するものです。

小学校では「食育」「社会」の授業でこのことを学んでいます。研究協力員「食育」部会で

は生産者の農家さんを訪れるなど、動画を含む教材化にも取り組んでいます。また、「八尾

の給食」の歌をつくって、その中でも「八尾の特産品（農作物）」に言及しています。これ

らの取り組みを通じて、自分たちの郷土についてより深く知り「郷土愛」を育むことができ

ます。「すがたをかえる大豆」は八尾市の学校においては「国語」から「食育」・「社会」、

さらに「道徳」・「総合」へつながる教材です。つまりカリキュラム・マネジメントにいか

されます。ただ、このことを子どもたちに教え込もうというのではありません。今の時代、

少しのサポートがあれば個人用端末を駆使して主体的に学んでいける内容です。しかも、機

会があれば畑に出かけて行って、生産の様子を知ることもできます。もちろん学校の畑やポ

ットで栽培しているところもあります。そういう意味でも八尾の学校にとっては特別な教材

ではないでしょうか。「国語」に戻るならば、自分たちで調べた内容をもとに「説明文」を

書いてみることもできます。                         （葭仲） 

 期待される支援は以下の３点です。①相談・助言その他の支援を行うこと。②相互に連絡

を取りつつ、必要な支援が早期かつ円滑に行われるための措置をとること。③支援対象の把

握を目的としたヤングケアラーの実態把握を定期的に十すること。要するに学校も実態把握

に積極的に協力しなくてはならない、ということです。             （葭仲） 



教育科学「社会科教育」（明治図書）８月号 

 ・特集 今知りたい！政治・経済の仕組みがわかる授業デザイン 

 

「新しい算数研究」（新算数教育研究会編集・東洋館出版社）８月号 

 ・特集 数学的活動を再考する 

     －数学的な見方・考え方を働かせた 主体的・対話的で深い学びの視点から— 

 

 冒頭４頁に「目的理解型の「仕組み」学習を」と題して玉川大学の 樋口 雅夫 教授が

寄稿されています。「社会科は、「仕組み」学習で成り立っている、とも言えそうである」

との一文に驚きましたが、その後「今日の政治の基本的なしくみや考え方」に気付かせる「「目

的理解型」の「仕組み学習」が社会科学習の「不変の特質」であると述べられていて安心し

ました。例に挙げられているのは「三権分立」の図で、この「仕組み」を理解したうえで「立

法権・行政権・司法権の行使主体を不断に監視し、適正に権力行使がなされるようにコント

ロールしていくことが児童生徒たち主権者の０究極の役割である」ということを発達段階に

応じて学ばせるべきとのご意見です。つまり「目的型」とは「仕組み」が作られた目的や、

相互の関係にまで関心を向けさせるようにすることだそうです。「仕組み」だけ覚えて意味

がありません。ただし、児童生徒が主体的に学びたくなるようにするためには、適切な「教

材発掘」が必要となりますが、これがそんなに簡単ではありません。「時事的な話題へのア

ンテナを掲げておく」というだけでは不十分です。 

この点について１４頁では「まず「教える側の専門知識が不足している」問題の解決を」

と題して東洋大学の 栗原 久 教授が寄稿されています。「専門家と一般市民では考えが

異なる」ということを科学・経済などについて意識調査をもとに述べられています。もちろ

ん社会科教師は「一般市民」側ですが、「現代の社会科学について、相当な教養を持ってい

なければ、社会科の計画も指導もできない」と厳しい指摘です。そのためには「言葉づかい

にこだわる」ことが必要とされています。何事にも「なぜなぜ分析（トヨタ自動車の原因追

及方法）」をしていくことがよい、とされています。私もそう思います。きっと楽しいと思

います。いや絶対楽しいはずです。ただ、社会科教師の教える範囲は膨大で、時間は限られ

ています。一度に全部は無理でも、「マイ なぜなぜ分析」を心掛けていけば、経験年数を

重ねる中で、より深い理解ができるようになっていくのではないでしょうか。  （葭仲）                         


